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令和３年門審第５号 

裁    決 

貨物船Ａ貨物船Ｂ衝突事件 

 

  受  審  人  ｂ１ 

職  名 Ｂ水先人 

水先免許 内海水先区一級水先人 

補  佐  人  １人 

 

 本件について，当海難審判所は，理事官田之上輝美出席のうえ審理し，

次のとおり裁決する。 

 

主    文 

 

受審人ｂ１を戒告する。 

 

理    由 

 （海難の事実） 

１ 事件発生の年月日時刻及び場所 

令和２年２月１５日０９時２１分少し前 

山口県宇部港 

２ 船舶の要目 

  船 種 船 名 貨物船Ａ 

  総 ト ン 数 ７３,４２７トン 

 全 長 ２３４.９３メートル 

    機 関 の 種 類 ディーゼル機関 
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   出 力 １５,２９９キロワット 

船 種 船 名 貨物船Ｂ 

  総 ト ン 数 ３４,３２１トン 

 全 長 １９８.００メートル 

    機 関 の 種 類 ディーゼル機関 

   出 力 ８,３７０キロワット 

３ 事実の経過 

(1) Ａの設備等 

Ａは，船尾船橋型の鋼製ばら積み貨物船で，船首端から後方に約

１９８メートル，左舷舷側から右方に約２８メートルの船橋上部に

ＧＰＳアンテナが設置されていた。 

(2)  Ｂの設備及び性能等 

Ｂは，１軸右回りの固定ピッチプロペラを有した，船尾船橋型の

鋼製ばら積み貨物船で，船首端から後方に約１６９メートル，左舷

舷側から右方に約１２メートルの船橋上部にＧＰＳアンテナが設置

され，船橋前面が船首端から１６８.８メートル後方に位置し，船

橋には，レーダー２台，ＡＩＳ及び航海情報記録装置等を備えてい

た。 

操縦性能は，パイロットカード写中の記載によれば，バラスト状

態において，全速力前進が機関回転数毎分６７（以下，機関回転数

については毎分のものを示す。）のとき対水速力１１.５ノット，

半速力前進が機関回転数５８のとき対水速力１０.０ノット，微速

力前進が機関回転数４３のとき対水速力７.４ノット，極微速力前

進が機関回転数３０のとき対水速力５.２ノットであった。 

(3) ｂ１受審人の水先経歴 

同人は，平成２８年１月に内海水先区一級水先人免許を取得した
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後，約５７０隻の水先業務に当たり，宇部港のＸ社５号岸壁（以下

「５号岸壁」という。）への着岸操船の経験が３回あった。 

 (4) 本件時におけるｂ１受審人の５号岸壁に着岸する際の操船計画 

同人は，令和２年２月１５日にＢの水先人として，錨泊地点から

５号岸壁に着岸するまでの水先業務を行うこととなった。 

また，同人は，前日の１４日に同船の水先業務を行うことが決定

し，宇部港のＸ社６号岸壁（以下「６号岸壁」という。）にＡが同

日着岸していること及び同船が，翌１５日Ｂが同岸壁北東方の５号

岸壁に着岸する際，６号岸壁に引き続き着岸する予定であることを

知っていた。 

同人は，Ａが６号岸壁に着岸していることを承知したうえで，宇

部港の西防波堤（以下「西防波堤」という。）を左舷船首方に見て

北上し，同防波堤を左舷正横方に見る頃，機関を中立運転として前

進惰力で航行し，前進行きあしが残った状態でタグボートを併用し

て左回頭し，Ａの船首から約５０メートル離して，５号岸壁に出船

右舷着で着岸する操船計画を１４日に立てた。 

(5) 本件発生に至る経緯 

Ａは，石炭５１,２６８トンを積載し，船首１０.９６メートル船

尾１１.５４メートルの喫水をもって，令和２年２月１３日２０時

１０分６号岸壁に船首を０３３度（真方位，以下同じ。）に向けて

左舷着で着岸を開始した。 

Ａは，着岸を続けていたところ，翌々１５日０９時２１分少し前

宇部港西防波堤灯台（以下「宇部防波堤灯台」という。）から  

０２６度４３０メートルの地点において，船首が０３３度に向いた

まま，その右舷船首に２６５度に向いたＢの船首が前方から５２度

の角度で衝突した。 



- 4 - 

当時，天候は曇りで風力３の東南東風が吹き，潮候は上げ潮の中

央期にあたり，視界は良好であった。 

また，Ｂは，ミャンマー連邦共和国籍の船長ｂ２ほか同国籍の船

員１９人が乗り組み，空倉のまま，船首８ .１０メートル船尾  

９.３０メートルの喫水をもって，同月１０日１４時１２分（現地

時間）中華人民共和国ホアンホア港を発し，越えて同月１３日１０

時４８分宇部港南方沖合の，宇部防波堤灯台から１９１度３.６海

里の地点で錨泊を開始した。 

ｂ１受審人は，翌々１５日０８時２０分Ｂに水先修業生１人と共

に乗船し，０８時３６分前示錨泊地点を発進した。 

ｂ１受審人は，錨泊地点を発進するにあたり，ｂ２船長からパイ

ロットカードの提示を受け，旋回径や速力区分など，運動性能など

の情報を確認した後，同船長にパイロットインフォメーションカー

ドに基づき，使用する３隻のタグボートの配置と役割，５号岸壁に

着岸する際の回頭要領等を説明したものの，着岸操船中に６号岸壁

に着岸中のＡに向かって著しく接近するおそれがあったが，これま

でに３回，５号岸壁への着岸操船を無難に行っていたことから，今

回も無難に同操船を行うことができるものと思い，船首配置に就い

た乗組員に適時，６号岸壁に着岸中のＡとの接近距離及び接近状況

の報告を求めるなど，ｂ２船長と着岸操船の打合せを十分に行わな

かった。 

ｂ１受審人は，ｂ２船長，三等航海士，操舵手及び水先修業生が

在橋するなか，船橋前面のレピータコンパス付近に立ち，宇部港南

方沖合を北上し，０９時０２分着岸時の操船支援のためにタグボー

ト１隻を左舷船首に，同１隻を左舷船尾に，同１隻についてはライ

ンを取らずに右舷船首にそれぞれ配置して航行を続けた。 
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ｂ１受審人は，０９時１２分西防波堤を左舷正横方に見る宇部防

波堤灯台から１４５度１４０メートルの地点で，船首が０３１度に

向き，３.８ノットの速力（対地速力，以下同じ。）となったとき，

機関を中立運転とし，０９時１７分少し前宇部防波堤灯台から  

０５０.５度３４０メートルの地点で，船首が０２３度に向き， 

１.３ノットの速力となったとき，左舷正横後１５度１７０メート

ルのＡの船首から約５０メートル離して，５号岸壁に出船右舷着で

着岸するため，機関を停止し，左舷船尾に配置したタグボートを併

用して左回頭を開始した。 

こうして，ｂ１受審人は，船首配置に就いた乗組員から適時，Ａ

との接近距離及び接近状況の報告を受けないまま，Ａに向かって著

しく接近している状況に気付かずに左回頭を続け，０９時２０分半

少し過ぎ右舷船首に配置したタグボートの乗組員からＡの至近に接

近しているとの報告を受け，急いで機関を全速力後進としたものの，

及ばず，Ｂは，左回頭中，１.６ノットの速力となったとき，前示

のとおり衝突した。 

衝突の結果，Ａは右舷船首に凹損等を，Ｂは左舷船首に凹損等を

それぞれ生じた。 

 

 （原因及び受審人の行為） 

本件衝突は，Ｂが，錨泊地点を発進する際，着岸操船の打合せが不十

分で，６号岸壁に着岸中のＡに向かって著しく接近したことによって発

生したものである。 

ｂ１受審人は，Ｂを５号岸壁に着岸させるために宇部港南方沖合の錨

泊地点を発進する場合，着岸操船中に６号岸壁に着岸中のＡに向かって

著しく接近することのないよう，船首配置に就いた乗組員に適時，Ａと
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の接近距離及び接近状況の報告を求めるなど，ｂ２船長と着岸操船の打

合せを十分に行うべき注意義務があった。しかるに，ｂ１受審人は，こ

れまでに３回，５号岸壁への着岸操船を無難に行っていたことから，今

回も無難に同操船を行うことができるものと思い，ｂ２船長と着岸操船

の打合せを十分に行わなかった職務上の過失により，Ａに向かって著し

く接近している状況に気付かないまま左回頭を続けて衝突を招き，Ａ及

びＢ両船それぞれに損傷を生じさせるに至った。 

以上のｂ１受審人の行為に対しては，海難審判法第３条の規定により，

同法第４条第１項第３号を適用して同人を戒告する。 

 

よって主文のとおり裁決する。 

 

令和４年２月３日 

  門司地方海難審判所 

       審 判 官 前 田 昭 広 


